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１０月関連の

第５回   １０月２日 『国際非暴力デー』

 ２００７年６月、国連総会は１０月２日を『国際非暴力デー』という国際デーにする

ことを決議しました。

 この１０月２日は、マハトマ・ガンディー（ガンジー）の誕生日にちなんで設けられ

ました。

 インドでは、ガンディー生誕記念日と呼ばれ、「ガンディー記念日」という国民の祝日

になっています。

 国際デーは「教育や一般の人々の意識を高めるなど、非暴力のメッセージを広める」

機会です。

 決議は「非暴力の原則の普遍的な関連性」と「平和、寛容、理解、非暴力の文化を確

保する」という願望を再確認しています。

故ガンディー（ガンジー）自身の言葉を引用して、

「非暴力は人類に残された最大の力である。それは、人類が発明した最大の破壊兵器よ

りもさらに強力である」と述べています。

【非暴力の定義】

非暴力の原則は、社会変革または政治変革を達成するために物理的暴力を使用することを

拒否することです。しばしば「普通の人々の政治」と言われる様に、この形態の社会闘争

は、一般大衆によって世界各地の社会正義のためのキャンペーンで採用されてきました。

国際非暴力デーは「子どもに対する暴力の根絶」を目指し、決意を新たにする日です。

世界各地で暮らす何百万人もの子どもたちは、学校や住んでいる地域や家庭の中で日常的

に暴力に苦しんでいます。外からは見えない閉ざされた場所で行われることがほとんどで

す。この日は、私たち一人ひとりの生活の中に潜んでいる暴力の存在について考える日で

もあります。



［桜ヶ丘総合センター周辺地図］

マハトマ・ガンディー（ガンジー）とは・・・。
本名：モーハンダース・カラムチャンド・ガーンディーといいます。

 インド出身の弁護士で政治指導者・宗教家です。

 マハトマ・ガンディーの『マハトマ』＝「偉大な魂」を意味する言葉で、インドの詩聖

タゴールから贈られたとされるガンディーの尊称です。

 １９１９年ローラット法に反対してインドで最初の不服従運動を指導しました。

 「非暴力・非服従」を武器に権力と戦いインドを独立へと導きました。

 １９３０年イギリス植民地政府による塩の専売に反対し、製塩の為に約３８６キロを行進

した抗議行動を起こしました。（塩の行進）

［センターをご利用される皆様へ］
新型コロナウイルス感染症拡大防止の為、

「マスクの着用」のご協力お願いします。

玄関にて、「検温」・「手指消毒」もお願いします。

知っていますか？  １１月１２日～１１月２５日

『女性に対する暴力をなくす運動』期間です。
パープルリボンは暴力根絶のシンボルマークです。

 DV や虐待など個人間における暴力をなくす運動のシンボルマークで
１９９４年にアメリカで始まりました。
 インターナショナル・パープルリボン・プロジェクトとして世界４０カ国
以上の国とアメリカ全州にわたる国際的なネットワークで展開されています。
 国内でもパープル・ライトアップを実施しています。
（奈良県内でもパープル・ライトアップを実施されている所もあるようです。）

原爆投下から今年で７７年・・・。
広島・長崎に原爆が投下され今年で７７年となりました。広島市の平和公園では、平和記念式典

（広島市原爆死没者慰霊式並びに平和祈念式）が行われこの１年に亡くなった人や死亡が確認され

た人、合わせて４９７８人の名前が書き加えられ、３３万３９０７人の原爆死没者名簿が原爆慰霊

碑に納められたそうです。また、長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典で毎年歌を披露している、長崎の

被爆者でつくる合唱団「被爆者歌う会『ひまわり』」があります。会員の高齢化も進みメンバーが減

少して今年最後の式典の参加との事でしたが、会員９人と元会員合わせて２３人が会場に並んで歌

を披露したそうです。力強い歌声で「もう二度と被爆者を作らないでほしい」と訴えました。なん

と、最高齢は８９歳の方で、中には遠方より足を運んだ会員もいたようです。

ロシアとウクライナの軍事進攻もまだ続

いています。『ひまわり』の方や平和を願う

人たちの思いが一人ひとりの心に届き、一

刻も早く平和な世界が来てほしいと思いま

す。

６月中旬 調理室の壁紙貼り替え 

次回、新春号

（２０２３年１月頃発信予定）

パープル・ライトアップには、女性に対する暴力の根絶と、被害者に対して「ひとりで悩まず、
まずは相談してください」というメッセージが込められています。


